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内
容要
旨
 私は流血中に出現する悪性腫瘍綱炮左らびにその他の異型細胞の形態学的特徴について摸討す
 るため,東北大'艶山形内科を訪れた外来患者身よぴ入院患者のうち,苗愚者295例(胃麺衿7
 搦,膵癌17到,腸サ邸2例,肝癌7例,廉価8例,胆嚢・旭通緬7例,食道甥1ろ例,性器糖
 6訓,肉腫12働,そ一の泡の二1,ヨ14例),処….492例と非媚患者80例,延114例について検
 量を行在つた。
 検査方接とi'てに,前付静脈あるhは前肘動脈から5㏄廉噛し,血中有核細泡の分離一又集法は,
 1主と1.て単1=届童心法音よび了うピアゴム法を用い,一部はFibri且ogen法,Strep七〇一
 ⊥y'6in-O濠・塩鮎去を1・む1いて塗抹1標本を原則として12枚作製し,May・一σrUnwa■d・一
 〔}ie!n3a・突色を施した後,これをr消1'養し,阪急よう左結言命を得た。
 '1.非悪性細胞としては,禎粒球系畢1胞,赤ぼ!Il求系細胞,形質細胞、単球,¶鰹帽細胞,r磐蹟巨
 核訳,リンパ球系イ1鵬卸2ど通常血液または造∫磁巣に認められる灘泡が出現する。通前廿日破牢に認
 められ左レ詑炮として1謁内皮・鯉!1妬艮性上皮性還胞,三泉潅芽:細憂色かよび組織(あるいは器官)
 からの遊離新1砲が出'現する可能性が考えられるか,私は1例に良性上紬1生細剋を認めたのみであ
 る。分裂細胞も出現するが,核分裂像は正常のものが多く,異常のものは少左い。これらの非感
 触描胞の中で悪性唾導細胞との鑑別が静も困難左のは・異型リンパ球である。両者の鑑別1てね1核ク
 ロマチン挺進の吟味イ、必・要で付あるが,異型ワンパ球の均質できわめて好塩;基性の強レ、荊砲貰OC
 対し,悪性腕i霜ii雛1の奇liil砲質ぼそ二η・ほど好塩基性の強いものは少吐く,染色性が多彩,多様でし
 ばしぱソ獣包を形成する左どの乗懸包質の特徴を吟味することにより両者の鑑別σ可能である。悪性
 腫瘍細胞と幼弱プ眉骨髄巨核球の鑑別の要点としては,悪1生1艮i瘍細泡は調ヨ胞質が好塩・基性とはいえ,
 幼弱型骨殖巨核球ほど強い好鄭某性を示すことはむしろ稀であること、また悪性腫瘍細雪醒の核の
 特徴であるi身幅の組夫不規則'塊状分布左らびに著明左核小体左どを子織に検討することなどが
 あけられる∩
 2.末梢血中の異型細li包喰出率は癌2951殉では225例,76.1%であり,個々の燗包につ
 1/、てみると・悪1生腫瘍細胞は可6例,5.5%,分裂細胞は15例,5、1協,形質細胞は44例,
 4.8%,幼弱単…嫡よ〔〆織1瑠繰1包は8伊lp2.7%・幼弱骨髄球は47例,46.O%,幼弱赤血球
 は6例,2.O%、骨髄直接球は44{列,15.0%,異型リンパ〕求は209汐1」,7て.5%である。
 非緬80画の末梢血中異型,細泡検出薬は46例,5Z5協であり,個々のヨ喫型細胞についてみる
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 と,分裂細胞は5纐,乙.6.%,形質細胞は4{〃ll、5.O%,幼弱単球澄よび細網細胞は3例,56
 %,幼弱骨髄'求は10例,12.5%,骨1菰直接球は19例,25.7%,異型リンパ球は59例.
 48.8%,悪性月恥募細胞むよび幼弱示血.研1は0循であった0
 5.血液中の有核細胞分離収1集法としては・異型紐1砲瑛出粥も比較的高ぐ・葦糊包原形の裸存状
 態が最も良好攻単純遠心、去が優れている。
 4.末梢動脈甑と末梢静脈血との間で異型細泡検出薬には大差は認められ左かつた。
 5,根治手術可能例と根治手術不能例との聞で異型細胞検出峯には大差は認められなかった。
 しかし,悪性1踊場希田胞は可能例では処197例中5例(可.5%)に検出されているのに対し,不
 能例では延255例中15例(6・4%)に挨出されて分り・不能例の検出率がより高い。
 6.貧血の有、無によっては異.r夢1細胞後出墨に差を認め凌かつたが,赤沈の正常なものは赤沈の
 .異常亢進例に比べて異型細胞喰出墨の低い結果を褐た。
 Z直視下胃生横冷よび直猊下胃洗浄細胞診施行後では,施行前に比べて幼弱骨髄球のみ増加
 の傾向がみられたが,その他の血中異型細胞は施行前後で一定の変動傾向が認められ左かつた。
 8,4、動ヒ学寮1去の梅イテによる血中異型1畑1砲検出率の著しい変動は言忍められ左かつた。
 2末梢1血中の疑型細胞ぱ推定よりもかなりに高い頻度で併存検出の傾向が認められた。特に
 手帖{列にお・ける遼県{生1匿1疲獅1瑚包と分裂糸謳1月包との併存,幼弱・骨髄1求と幻∫弱赤血球とのイ共存,幼弱彊露随弦長
 と轡1誼巨1亥云舞との・併存f頃向がヵ・左,強く,認められた。また,形質弄細眉包と分・裂糸助泡,幼弱骨†請球お・
 よび骨髄巨核求とにt嚇例と非ヲ1皆例のいずれ.に黛hても強い併存傾向のあることが認められた。
 一185一
 審査結果の要旨
 著者は流血中に出現する悪性腫瘍細胞たらびにそ'の他の異型細胞の形態学的特徴について検討
 づ』るy乏謎〕,癌.襟ギ429ろ1:チ1」(冒濾i197夢ll,具葦癌17伊U,耳易撮病て2仔!」,丹干書誤7伊ll,月市づ岳8イ列,月旦
 雪量・且且三豊癌7汐IL食玉目亀邦15イ4!」・1生暑暑葦畠6伊11,肉腫i2{列,そのイ也の癌i4暫11),乃正4ソ2{列と
 非癌患者80例延414例について検査を行濃い,次のよう左結果を得ている。
 非悪性細胞としては,顆粒球系細胞,赤血球系細胞,形質細眉包単球,細網細胞,骨髄巨核球,
 リンパ球系細胞など通常血液または造血巣に認められる細胞が出現ナる。これらの非悪性細胞の
 甲で悪性腫瘍細胞との鑑別が最も困難なのは異型リンパ球で,両者の鑑別には核クロマチン構造
 の吟味も必要てはあるが,異型リンパ球の均質できわめて好塩基性¢)強い細31雪質に対し,悪性腫
 瘍細胞の細胞質はそ'れほど好塩基性の強いものは少左ぐ,染色性が多彩,多様でしぼし1鷲.胞を
 形成する表どの細胞質の特徴を吟味することにより両者の鑑別1・t可能てある。悪性腫瘤細胞と幻」
 弱型骨髄巨核球の鑑別の要点としては,悪性腫瘍細胞は細胞質が好塩基性とはいえ,幼弱型骨髄
 置核球ほど強い好塩i,些性を示ナことはむしろ稀であると.と,注た悪性腫瘤細胞の核¢)特徴てある
 核網の粗大不規則,塊状分布ならびに著明左核小体などを子細に検討することなどがあげられる。
 末梢胤叩の.11=1型綱ll包検出率は癌293例では22ろ例776.て%であり,鋼たの細胞に・ついて
 みると,悪性腫瘍細胞は16例,5.5%,分裂細胞は15例,5.1%,.形質細胞は14{糺4.8
 %,幼弱単球かよび細網糸梱包は8例,2.ア%,幼弱骨髄球は4万列,1丘9%,幼弱赤.r配球は6
 例,2,0%,骨髄巨核球は44例,15.臼%,異型リンパ球は209例,71.5垢である。非癌
 8e例の末骨油L中.翼型細胞検出率は46例,5Z5%であり,個々の異型部1胞!∫〔ついてみると,
 分裂細胞は3例,5、6%,形質細胞は五飢5.0%,幼弱単球および細網細胞は5例,5.6%,
 幼弱骨髄球は{O/列,12,5%,骨髄巨核球は1g/列,25.7垢,異型リンパ球は591靴
 48.8%,悪i生腫癌細胞かよび幼弱赤血球0嘱であった。
 根治手術可能例と根治手術不能例との間で異型細胞検出率には大1薫1は認められたかったが,悪
 性腫瘤細胞は可能客llでは延19ア例中5例(て.5%)に検出され.ているのに対し,不能例では延
 235例中151列(6、4%)に検出されており,不能例の検出率がよシ高い。
 直視下需生検かよび直視下胃洗浄細胞診施行後では,施行前に比べて幼弱骨髄球のみ増加の傾
 向がみられたが,その他の血中.異型細胞は施行前後で一定の変動傾向が認められなかった。
 また癌化f学療法の施行による」直中.異型細胞検出率の著しいi変動は認められなかった。
 したがって,本論文は単位を授一与するに値するものと認める。
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